
設置場所 設置時期 設置者・寄贈者・寄贈先

１ 大津市中央一丁目２番６号 令和元年１１月 商店街ホテル講関係者

２ 大津市京町一丁目３番３５号 平成２９年１０月 田中興産株式会社

３ 大津市西の庄１５番１６号 令和３年１２月 滋賀県建築士会 大津地区委員会

４ 大津市木下町１７番３１号 令和４年１月 膳所商店街振興組合(有志)

５ 大津市木下町１３番１号 令和２年１２月 加藤酒店

６ 大津市木下町７番１３号 令和３年１２月 滋賀県建築士会 大津地区委員会

７ 大津市丸の内町４番３８号 令和３年９月 膳所商店街振興組合(有志)

８ 大津市本丸町２番８号 令和３年３月 膳所商店街振興組合(有志)

９ 大津市本丸町３番７号 令和３年９月 膳所商店街振興組合(有志)

１０ 大津市本丸町３番１６号 令和３年６月 膳所商店街振興組合(有志)

１１ 大津市中庄一丁目１５番２３号 令和３年６月 膳所商店街振興組合(有志)

１２ 大津市中庄一丁目１４番２４号 令和３年１２月 滋賀県建築士会 大津地区委員会

１３ 大津市中庄一丁目１４番２８号 令和４年１月 膳所商店街振興組合(有志)

１４ 大津市杉浦町２０番２０号 令和３年１２月 滋賀県建築士会 大津地区委員会

１５ 大津市杉浦町２２番２号 令和３年９月 膳所商店街振興組合(有志)

１６ 大津市御殿浜４番８号 令和４年１月 膳所商店街振興組合(有志)

１７ 大津市本丸町１番１８号 令和４年 膳所商店街振興組合(有志)

１８ 大津市粟津町１７番 令和４年７月 石山らんらんサロン

１９ 大津市鳥居川町６番２８号 令和５年３月 YOUR SHISEIDO 幸田

２０ 大津市瀬田二丁目３番１０号 令和７年４月 滋賀銀行瀬田支店

２１ 大津市御幸町６番１３号 令和７年４月 大津本陣倶楽部

２２ 大津市大谷町２２番３ 令和７年１０月 逢坂の関記念公園

東海道統一案内看板一覧（大津市内）

錦駅

膳所
本町

中ノ庄

瓦ヶ浜

粟津

膳所城跡公園

近江大橋

茶臼山
古墳



設
置
場
所
①

大
津
市
中
央
一
丁
目
二
番
六
号

設
置
場
所
②

大
津
市
京
町
一
丁
目
三
番
三
五

号

設
置
時
期

令
和
元
年
十
一
月

設
置
者
・
寄
贈
者
等

商
店
街
ホ
テ
ル
講

関
係
者

種
類

壁
面
看
板

大津市、草津市、滋賀県建築士会（大津地区・湖南地区委員会）
で主催する市民啓発事業において、市民の参加者とともに制作し
たもの。桧の無垢材は、近江で昔から使用される材料で調合した
古色塗料を使用している。

設
置
時
期

平
成
二
十
九
年
十
月

設
置
者
・
寄
贈
者
等

田
中
興
産
株
式
会
社

種
類

突
出
看
板

東海道沿道の町家で古くから「着物かけ板」として使用されてい
た木材を使用。板面は無塗装で、着物かけ板の色合いをそのまま
活かしている。手彫りのロゴと文字は、文字色を浮かび上がらせ
るため、白く塗装している。



設
置
場
所
④

大
津
市
木
下
町
十
七
番
三
一
号

設
置
場
所
③

大
津
市
西
の
庄
十
五
番
十
六
号

設
置
時
期

令
和
三
年
十
二
月

設
置
者
・
寄
贈
者
等

滋
賀
県
建
築
士
会
大
津
地
区
委
員
会

種
類

自
立
式
看
板

膳所小学校学校運営協議会協力のもと、公益社団法人滋賀県建築士会
大津地区委員会と同小学校ブラスバンドクラブに所属する児童の協同
で制作した。桧の板面に弁柄で下地塗装を行い、設置場所の石坐神社
にちなんだ児童考案のクイズ等を見ることができる二次元コードを貼
り付けた。

設
置
時
期

令
和
四
年
一
月

設
置
者
・
寄
贈
者
等

膳
所
商
店
街
振
興
組
合
（
有
志
）

種
類

壁
面
看
板

膳所の城下を通る東海道の北と南の入口には前面を堀とし門と番所を
構えた大津口総門と勢多口総門が設けられていた。この看板は曲がり
くねった東海道の来街者への指標となることを願って設置した。「東
海道」の文字は膳所高校書道部が記した。素材はパイル集成材を使用。

柱や壁面への加工不要。
土台の溝をスライドさせる
ことで取り外し可能。



設
置
者
・
寄
贈
者
等

滋
賀
県
建
築
士
会
大
津
地
区
委
員
会

設
置
場
所
⑥

大
津
市
木
下
町
七
番
十
三
号

設
置
場
所
⑤

大
津
市
木
下
町
十
三
番
一
号

設
置
時
期

令
和
二
年
十
二
月

設
置
者
・
寄
贈
者
等

加
藤
酒
店

種
類

壁
面
看
板

大津市、草津市、滋賀県建築士会（大津地区・湖南地区委員会）で主
催する市民啓発事業において、市民の参加者とともに制作したもの。
桧の無垢材の板面は弁柄で塗装後、水性のアクリル塗料で仕上げを
行った。

設
置
時
期

令
和
三
年
十
二
月

種
類

自
立
式
看
板

膳所小学校学校運営協議会協力のもと、公益社団法人滋賀県建築士会
大津地区委員会と同小学校ブラスバンドクラブに所属する児童の協同
で制作した。桧の板面に弁柄で下地塗装を行い、設置場所の和田神社
にちなんだ児童考案のクイズ等を見ることができる二次元コードを貼
り付けた。

柱や壁面への加工不要。
土台の溝をスライドさせる
ことで取り外し可能。



設
置
者
・
寄
贈
者
等

膳
所
商
店
街
振
興
組
合
（
有
志
）

設
置
場
所
⑧

大
津
市
本
丸
町
二
番
八
号

設
置
場
所
⑦

大
津
市
丸
の
内
町
四
番
三
八
号

設
置
時
期

令
和
三
年
九
月

設
置
者
・
寄
贈
者
等

膳
所
商
店
街
振
興
組
合
（
有
志
）

種
類

壁
面
看
板

膳所の城下を通る東海道の北と南の入口には、前面を堀とし門と番所
を構えた大津口総門と勢多口総門が設けられていた。この看板は曲が
りくねった東海道の来街者への指標となることを願って設置した。
「東海道」の文字は膳所高校書道部が記した。素材はパイル集成材を
使用。

設
置
時
期

令
和
三
年
三
月

種
類

壁
面
看
板

膳所商店街振興組合の有志が、膳所は雰囲気のある城下町である
ことを広くＰＲするため、自ら看板を制作し、設置した。素材は
パイル集成材を使用。



設
置
者
・
寄
贈
者
等

膳
所
商
店
街
振
興
組
合
（
有
志
）

設
置
場
所
⑩

大
津
市
本
丸
町
三
番
十
六
号

設
置
場
所
⑨

大
津
市
本
丸
町
三
番
七
号

設
置
時
期

令
和
三
年
九
月

設
置
者
・
寄
贈
者
等

膳
所
商
店
街
振
興
組
合
（
有
志
）

種
類

壁
面
看
板

膳所の城下を通る東海道の北と南の入口には、前面を堀とし門と番所
を構えた大津口総門と勢多口総門が設けられていた。この看板は曲が
りくねった東海道の来街者への指標となることを願って設置した。
「東海道」の文字は膳所高校書道部が記した。素材はパイル集成材を
使用。

設
置
時
期

令
和
三
年
六
月

種
類

壁
面
看
板

膳所の城下を通る東海道の北と南の入口には、前面を堀とし門と番所
を構えた大津口総門と勢多口総門が設けられていた。この看板は曲が
りくねった東海道の来街者への指標となることを願って設置した。
「東海道」の文字は膳所高校書道部が記した。素材はパイル集成材を
使用。



設
置
者
・
寄
贈
者
等

滋
賀
県
建
築
士
会
大
津
地
区
委
員
会

設
置
場
所
⑫

大
津
市
中
庄
一
丁
目
十
四
番
二
四
号

設
置
場
所
⑪

大
津
市
中
庄
一
丁
目
十
五
番
二
三
号

設
置
時
期

令
和
三
年
六
月

設
置
者
・
寄
贈
者
等

膳
所
商
店
街
振
興
組
合
（
有
志
）

種
類

壁
面
看
板

膳所の城下を通る東海道の北と南の入口には、前面を堀とし門と番所
を構えた大津口総門と勢多口総門が設けられていた。この看板は曲が
りくねった東海道の来街者への指標となることを願って設置した。
「東海道」の文字は膳所高校書道部が記した。素材はパイル集成材を
使用。

設
置
時
期

令
和
三
年
十
二
月

種
類

自
立
式
看
板

膳所小学校学校運営協議会協力のもと、公益社団法人滋賀県建築士会
大津地区委員会と同小学校ブラスバンドクラブに所属する児童の協同
で制作した。桧の板面に弁柄で下地塗装を行い、設置場所の篠津神社
にちなんだ児童考案のクイズ等を見ることができる二次元コードを張
り付けた。

柱や壁面への加工不要。

土台の溝をスライドさせる
ことで取り外し可能。



設
置
者
・
寄
贈
者
等

滋
賀
県
建
築
士
会
大
津
地
区
委
員
会

設
置
場
所
⑭

大
津
市
杉
浦
町
二
十
番
二
十
号

設
置
場
所
⑬

大
津
市
中
庄
一
丁
目
十
四
番
二
八
号

設
置
時
期

令
和
四
年
一
月

設
置
者
・
寄
贈
者
等

膳
所
商
店
街
振
興
組
合
（
有
志
）

種
類

壁
面
看
板

膳所小学校学校運営協議会協力のもと、公益社団法人滋賀県建築士会
大津地区委員会と同小学校ブラスバンドクラブに所属する児童の協同
で制作した。桧の板面に弁柄で下地塗装を行い、設置場所の若宮八幡
神社にちなんだ児童考案のクイズ等を見ることができる二次元コード
を貼り付けた。

設
置
時
期

令
和
三
年
十
二
月

種
類

自
立
式
看
板

膳所の城下を通る東海道の北と南の入口には、前面を堀とし門と番所
を構えた大津口総門と勢多口総門が設けられていた。この看板は曲が
りくねった東海道の来街者への指標となることを願って設置した。
「東海道」の文字は膳所高校書道部が記した。素材はパイル集成材を
使用。

柱や壁面への加工不要。
土台の溝をスライドさせる
ことで取り外し可能。



設
置
者
・
寄
贈
者
等

膳
所
商
店
街
振
興
組
合
（
有
志
）

設
置
場
所
⑯

大
津
市
御
殿
浜
四
番
八
号

設
置
場
所
⑮

大
津
市
杉
浦
町
二
二
番
二
号

設
置
時
期

令
和
三
年
九
月

設
置
者
・
寄
贈
者
等

膳
所
商
店
街
振
興
組
合
（
有
志
）

種
類

壁
面
看
板

膳所の城下を通る東海道の北と南の入口には、前面を堀とし門と番所
を構えた大津口総門と勢多口総門が設けられていた。この看板は曲が
りくねった東海道の来街者への指標となることを願って設置した。
「東海道」の文字は膳所高校書道部が記した。素材はパイル集成材を
使用。

設
置
時
期

令
和
四
年
一
月

種
類

壁
面
看
板

膳所の城下を通る東海道の北と南の入口には、前面を堀とし門と番所
を構えた大津口総門と勢多口総門が設けられていた。この看板は曲が
りくねった東海道の来街者への指標となることを願って設置した。
「東海道」の文字は膳所高校書道部が記した。素材はパイル集成材を
使用。



設
置
者
・
寄
贈
者
・
寄
贈
先

石
山
ら
ん
ら
ん
サ
ロ
ン
（
石
山
商
店
街
）

設
置
場
所
⑱

大
津
市
粟
津
町
十
七
番

設
置
場
所
⑰

大
津
市
本
丸
町
一
番
十
八
号

設
置
時
期

令
和
四
年

設
置
者
・
寄
贈
者
等

膳
所
商
店
街
振
興
組
合
（
有
志
）

種
類

野
立
看
板

膳所商店街振興組合の有志が、膳所は雰囲気のある城下町である
ことを広くＰＲするため、自ら看板を制作し、設置した。素材は
パイル集成材を使用。

設
置
時
期

令
和
四
年
七
月

種
類

壁
面
看
板

大津市、草津市、滋賀県建築士会（大津地区・湖南地区委員会）で主
催する市民啓発事業において、市民の参加者とともに制作したもの。
滋賀県建築士会大津地区委員会が寄贈。桧の無垢材の板面は弁柄で下
地塗装した。看板を上にスライドさせることで、取り外しが可能と
なっている。



設
置
者
・
寄
贈
者
・
寄
贈
先

滋
賀
銀
行
瀬
田
支
店

設
置
場
所
⑳

大
津
市
瀬
田
二
丁
目
三
番
十
号

設
置
場
所
⑲

大
津
市
鳥
居
川
町
六
番
二
八
号

設
置
時
期

令
和
五
年
三
月

設
置
者
・
寄
贈
者
・
寄
贈
先

Y
OUR

 SH
ISE

IDO

幸
田
（
石
山
商
店
街
）

種
類

壁
面
看
板

大津市、草津市、滋賀県建築士会（大津地区・湖南地区委員会）で主催す
る市民啓発事業において、市民の参加者とともに制作したもの。⑱と同じ
く石山商店街に設置されている。滋賀県建築士会大津地区委員会が寄贈。
桧の無垢材の板面は弁柄で下地塗装した。看板を上にスライドさせること
で、取り外しが可能となっている。

設
置
時
期

令
和
七
年
四
月

種
類

壁
面
看
板

大津市、草津市、滋賀県建築士会（大津地区・湖南地区委員会）
で主催する市民啓発事業において、市民の参加者とともに制作し
たもの。滋賀県建築士会大津地区委員会が寄贈。桧の無垢材の板
面は弁柄で下地塗装した。



設
置
者
・
寄
贈
者
・
寄
贈
先

逢
阪
の
関
記
念
公
園

設
置
場
所
㉒

大
津
市
大
谷
町
二
二
番
三

設
置
場
所
㉑

大
津
市
御
幸
町
六
番
十
三
号

設
置
時
期

令
和
七
年
四
月

設
置
者
・
寄
贈
者
・
寄
贈
先

大
津
本
陣
倶
楽
部

種
類

突
出
看
板

設
置
時
期

令
和
七
年
十
一
月

種
類

突
出
看
板

大津市、草津市、滋賀県建築士会（大津地区・湖南地区委員会）で主
催する市民啓発事業において、市民の参加者とともに制作したもの。
滋賀県建築士会大津地区委員会が寄贈。板面は弁柄で下地塗装した。
古くから交通の要衝として栄えてきた東海道「大津宿」のシンボル
マークを使用している。

大津市、草津市、滋賀県建築士会（大津地区・湖南地区委員会）で主
催する市民啓発事業において、市民の参加者とともに制作したもの。
滋賀県建築士会大津地区委員会が寄贈。板面は弁柄で下地塗装した。
古くから交通の要衝として栄えてきた東海道「大津宿」のシンボル
マークを使用している。
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